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第２期愛荘町みらい創生戦略（案）に対する 

パブリックコメントと町の考え方について 

 

貴重なご意見・ご提案をいただき、誠にありがとうございました。 

お寄せいただいたご意見・ご提案の内容に対する本町の考え方について、以下のとおりお示しいたし

ます。 

 

１ 意見募集期間  令和２年２月２６日（水）から令和２年３月１６日（月） 

２ 意見提出者  ３名（愛知川庁舎行政情報コーナー２名、直接１名） 

 

№１ 

意見概要 

【該当部分】 

人口ビジョン編３３ページ、総合戦略編４・７ページ 

視点３ 地域経営の視点で取り組み、地方へのひと・資金の流れを強化する 

【意見】 

将来の方向性として３つの視点が掲げられている。視点３に「地域経営の視点で取り組み、地方へ

のひと・資金の流れを強化する」とあるが、「地方への」という表現では、ひと・資金が町から町外

へ流れると思うのでは。 

町の考え方 

ご意見を踏まえ、視点３の文言を以下のとおり修正します。 

〔修正前〕地域経営の視点で取り組み、地方へのひと・資金の流れを強化する 

〔修正後〕地域経営の視点で取り組み、ひと・資金の流れを強化する 

 

№２ 

意見概要 

【該当部分】 

総合戦略編７ページ 

基本目標の設定および国、県総合戦略等との相関関係 

【意見】 

 基本目標の設定および国、県総合戦略等との相関関係図は、体系をよく表現されている。 

町の考え方 

本戦略に限らず、町が策定する計画全般において、体系図等を用いることにより分かりやすく表

現できるよう努めてまいります。 

 

№３ 

意見概要 

【該当部分】 

総合戦略編１１ページ 

《具体的な取組と重要業績評価指数（ＫＰＩ）》 

○学力向上に関する取組の推進 
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 自制心を育むための減メディア・親読書の推進 

【意見】 

 読書をすることが自制心を育むことを目的としているのであれば非常に残念。読書をすることで、

学習の土台づくりや学習習慣につなげることを目的としているのでは。 

 減メディアには、自制心が必要であるが、これが目的ではない。特にメディアやゲームには、ゲ

ーム依存症として専門外来ができ、アディクションとして医療分野でも介入が必要となっている。 

 とても重要なことなので、目的が何なのか、今一度検討すべきでは。 

町の考え方 

ご意見を踏まえ、該当部分をはじめ、「学力向上に関する取組の推進」の具体的な取組を以下のと

おり修正します。 

〔修正前〕児童生徒の「基礎的読解力」の向上に向けた教育の推進 

     学校図書館の充実による児童生徒の読書教育の推進 

     自制心を育むための減メディア・親読書の推進 

〔修正後〕確かな学力と読み解く力の育成を目指し、“わかる”“できる”喜びを実感できる授業づ

くり 

     学欲（学ぶ意欲）を育む学習活動、志の教育の推進 

     「減メディア・親読書」運動による学びの環境づくり 

     知的好奇心や思考力を育むための学校図書館の充実 

 

№４ 

意見概要 

【該当部分】 

総合戦略編２２ページ 

《具体的な取組と重要業績評価指数（ＫＰＩ）》 

○地域社会の担い手としての意識の醸成 

 老人クラブ活動による仲間づくりを通じた、生きがいと健康づくり 

【意見】 

加入者や会員数の減少、役員のなり手不足がある中、町の高齢者は年々増加している一方で、高

齢者の受け皿となる老人クラブの会員数は４０％を割り込む状態。 

このままでは、クラブの活動や存続にとどまらず、地域における高齢者のつながりの希薄化や社

会的孤立にまで問題が発展するおそれがある。そうした危機意識のもとで、老人クラブを取り巻く

社会情勢を含め、幅広く議論することが必要と考える。 

以上のことから、さまざまな課題を抱える老人クラブの今後のあり方を探るため、諮問機関を設

置し、「愛荘町のこれからの老人クラブのあり方検討委員会」を創設することを提案する。メンバー

構成は、「社会福祉協議会」、「各地区代表の老人クラブの会員」、「自治会役員」、「民生委員」など。 

町の考え方 

自主組織として活動をしている老人クラブのさまざまな課題について、老人クラブ連合会と各単

位老人クラブとの連携の中で共有いただくことが重要であると考えています。 
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ご意見にある「あり方検討委員会」は、創造推進員を設置している老人クラブ連合会において創

設いただき、主体的に検討されることが必要と考えておりますが、町といたしましても老人クラブ

の課題解決に向けた支援や助言をしてまいります。 

 

№５ 

意見概要 

【該当部分】 

総合戦略編２２ページ 

《具体的な取組と重要業績評価指数（ＫＰＩ）》 

○知識・経験・技術を活かした仕事の創出 

 シルバー人材センターによる提案型事業の推進による活動の充実と会員拡充 

【意見】 

会員は増加しているが、女性会員は全体の１／３程度で、特に女性会員の仕事の確保が困難。会

員３１０人を支えるベースとなる仕事が必要で、就業機会の提供や地域社会の担い手として活躍で

きるよう、支援することが必要。 

町の考え方 

シルバー人材センターは、高齢者の就業機会の確保と生きがいづくりの充実を図り、地域社会に

貢献する組織として存在意義を高めておられます。 

現在、シルバー人材センターにおいて、「女性会員増大策プロジェクトチーム会議」を設置（町職

員も参画）され、女性に魅力のある活動や女性会員が活躍できる仕事について検討されていますの

で、町といたしましても、地域社会の担い手として活躍いただけるよう支援してまいります。 

また、ご意見を踏まえ、具体的な取組を以下のとおり修正します。 

〔修正前〕シルバー人材センターによる提案型事業の推進による活動の充実と会員拡充 

〔修正後〕シルバー人材センターによる提案型事業の支援をはじめとする就業機会の充実および会

員拡充 

 


